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＜連絡事項＞
　　・橋本　万様～本日内科診察にて、両下肢の浮腫継続して見られているため利尿剤・カリウム剤継続処方となっています。
· 相内　ノブ様～八戸城北病院外来診察の結果、入院可能との事ですが現在満床の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為、９月頃に入院できるとの事。現在、内科治療が早急に必要である為、他医療機関の転院も検討し、進めて行きましょう。

· 高森　清八様　本日、野沢先生に診察して頂きました。副睾丸炎との診断です。

　　　　　　　　　　　野沢Drより尿検査　小坂Drより血液検査の指示があり

　　　　　　　　　　　検査後検査を待っての指示受けとなります。

· 　　　ＰＳＷより

　瀬川はな様の八戸東病院の転院について

瀬川はな様の家族へ生保等の状況確認を行ったところ、できるだけ生保にはしたくないので、家族が負担できる金額で入所できる施設も検討したく、1ヶ月以内にははっきりさせるので時間が欲しいとの要望がありました。その時点では詳しく話を聞くことができませんでしたので、連絡をとり調整を行っていきますとの事です。

　　　江刺家課長より

・板垣　富蔵様～喀痰検査の結果、陰性だったとの事。咳や痰等の症状が治まり次第、南病棟へ転棟となるとの事です。
　　　

＜褥瘡の評価・検討＞

・三浦　一男様～現在褥瘡は見られていませんが、オムツを使用されており褥瘡が出来る危険があります。現在オムツ使用中で、失禁している事も見られる為、湿潤環境を整えていきましょう。排泄に関しての訴えが聞かれる事があります。その際は、誘導しトイレでの排泄を行なって頂きましょう。1日1回は陰部洗浄を実施し、オムツへの便失禁がある場合は、その都度、陰部洗浄し、保清と乾燥に努めていきましょう。活動性が低い為、車椅子に座り続ける時間が無い様に、褥瘡発生予防していきましょう。

・橋本　万様～仙骨部に褥瘡見られています。可動性・活動性が低い為、車椅子に長時間座り続ける事のないよう、徐圧していきましょう。左腸骨部に発赤みられることがありますので、その他の好発部位の観察もしていきましょう。

・永洞　恭子様～創部の大きさは小さくなり、肉芽の盛り上がりのほうも見られています。車椅子にて、創部を傷付ける事もありますので、車椅子からの立ち上がりや移乗の際は気を付け行なっていきましょう。

・北山　和子様～左踵部仙骨部ともに改善傾向です。時折、食事の拒否見られる為、食事摂取量の観察等を継続し行なって行きましょう。

　　・宮　チヤ様～褥瘡はありませんが、現在食事の食べこぼし多く嚥下機能が低下してきています。又、以前に比べ、椅子からの立ちあがりが少なくなり、椅子での姿勢移動も自力で行なう事少なくなっており、褥瘡が出来る可能性があります。

　　長時間同じ姿勢で居る事の無いよう努めて行きましょう。また、食事摂取時の観察も引き続き行なっていきましょう。

現在、褥瘡発生の患者様の状態は改善傾向にありますが、褥瘡発生の患者様が増える事の無い様、努めて行きましょう。

